審査様式－技１


申請擁壁概要

１．擁壁の名称

        （記載上の留意事項）
          　　※国土交通大臣認定申請を行おうとする擁壁の「呼び名」を記入する。
        （記入例）
          　　○○○○擁壁

２．申請擁壁
　①擁壁の分類（次に該当する記号に○印を付けること。）

        （記載上の留意事項）
          　　※1.「宅地造成及び特定盛土等規制法施行令第17条に基づく国土交通大臣認定擁壁に係る審査基準」Ⅰ．(2)に規定する特殊擁壁の分類に従い、申請擁壁の該当する分類の記号を○で囲む。
          　　※2.上記に該当しないものについては、分類の名称を記入する。

        （記入例）
　　（ア）コンクリートブロック空積み造擁壁
　　（イ）コンクリートブロック練積み造擁壁
　　（ウ）補強鉄筋を用いたコンクリートブロック造擁壁
　　（エ）プレキャスト製品による鉄筋コンクリート造擁壁
　　（オ）壁面に植栽等を施す擁壁
　　（カ）その他（名称：　　　　　　　　　　　　　　　）

　②擁壁の特徴等（材料、構法、その他の特徴について記入する。）

        （記載上の留意事項）
          　　※1.国土交通大臣認定申請を行おうとする擁壁の特徴を簡潔に記述する。
          　　※2.申請擁壁のパンフレット等がある場合は添付すること。



審査様式－技２
（記入例）
申請擁壁一覧表（タイプ整理表）
                      　（擁壁の名称：　○○○○擁壁　）
	No.
	呼　称（タイプの名称）
	規　格　・　寸　法　等

	
	
	高さ－前張出－全幅－基礎厚 等

	1
	○○－○○－○○○○
	00-00-000-0000(標準部)

	2
	○○－○○－○○○○
	00-00-000-0000(標準部)

	3
	○○－○○－○○○○
	00-00-000-0000(標準部)

	4
	○○－○○－○○○○
	00-00-000-0000(標準部)

	5
	△△－△△－△△△△
	△△-△△-△△△-△△△△(ｺｰﾅｰ部)

	6
	△△－△△－△△△△
	△△-△△-△△△-△△△△(ｺｰﾅｰ部)

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




（記載上の留意事項）
※1.標準部とｺｰﾅｰ部の区別がつくように記入すること。
※2.申請内容に該当するタイプを全て記載すること。
※3.規格・寸法等は、タイプを規定する指標について記入すること。
※4.裏込め土の内部摩擦角や単位体積重量等によりタイプを区分している場合は、列を追加し、それらを記載すること。
※5.No.と説明様式－技３－２の設計計算書の番号を揃えること。


審査様式－技３

申請擁壁標準築造定規図（姿図）

  （記載上の留意事項）
 　　※1.姿図は、当該申請擁壁の全容が分かるものとすること。
 　　※2.姿図は、前面、背面、断面等の別が分かるよう記載すること。
 　　※3.姿図には、当該申請擁壁の特性に応じて主要部の名称を記入すること。


審査様式－技４－１

申請擁壁タイプ別詳細図
（形状図）

  （記載上の留意事項）
 　　※1.No.及び呼称は、審査様式－技２のNo.及び呼称に対応したものであること。
 　　※2.本書類は、審査様式－技２の全てのタイプについて作成すること。
 　　※3.本書類は、審査様式－技２のタイプ毎に１枚ずつ作成すること。
 　　※4.擁壁の標準部とコーナー部を同時に申請する場合には、別々に詳細図を作成すること。
 　　※5.詳細図には、主要部の規格・寸法を記入すること。特に、審査様式－技２の規格・寸法等については必ず記入すること。
　　 ※6.コンクリートブロック空積み・練積み造擁壁、補強鉄筋を用いたコンクリートブロック造擁壁については使用するコンクリートブロックの詳細図も作成すること。 

  （記載例）

 （Ｎｏ．１　呼称：○○－○○－○○○○）


審査様式－技４－２

申請擁壁タイプ別詳細図
（配筋図）

  （記載上の留意事項）
 　　※1.本書類は、鉄筋を使用するものについて作成すること。
 　　※2.No.及び呼称は、審査様式－技２のNo.及び呼称に対応したものであること。
 　　※3.本書類は、審査様式－技２の全てのタイプについて作成すること。
 　　※4.本書類は、審査様式－技２のタイプ毎に１枚ずつ作成すること。
 　　※5.擁壁の標準部とコーナー部を同時に申請する場合には、別々に詳細図を作成すること。
 　　※6.詳細図には、主要部の規格・寸法を記入すること。特に、審査様式－技２の規格・寸法等については必ず記入すること。

  （記載例）

 （Ｎｏ．１　呼称：○○－○○－○○○○）


審査様式－技５

○○○○擁壁製造仕様書
  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請擁壁の所定の強度・品質等を確保するために必要な事項を記入すること。
 　　※2.本書類は１葉に限らず、必要に応じ適宜追加すること。

１．製造管理体制に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁を製造する際において、その品質を確保するために必要な製造工場の能力や技術者の能力等について記載すること。


２．使用する資材に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※1.コンクリートを用いる擁壁にあっては、セメント、細骨材、粗骨材、練り混ぜ水、混和剤その他について、品質、受入検査方法、取扱い及び保管方法について記載すること。
 　　※2.鉄筋、鉄骨等の鉄材を用いる擁壁にあっては、所定の品質、受入検査方法、取扱い及び保管方法について記載すること。
 　　※3.その他、当該申請擁壁の製造に使用する資材の品質、受入検査方法、取扱い及び保管方法について記載すること。

３．製造工程に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※1.製造工程を明確に規定すること。
 　　※2.各工程の作業方法が明確であること。
 　　※3.各工程の管理項目、品質特性、管理方法及び検査方法を記載すること。
 　    （鉄筋コンクリートを用いる擁壁にあっては、鉄筋加工及び組立、型枠、コンクリートの製造、打ち込み及び締め固め、養生、脱型等について記載すること。）
 　　※4.表示内容及び方法を明確に記載していること。

４．製品検査に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請擁壁の製品管理を行うための検査項目及び検査方法（外観検査、形状寸法検査、曲げ強さ検査等）について記載すること。
 　　※2.不合格時の処置方法についても記載すること。

５．設備管理に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請擁壁の製造に必要な製造設備（鉄筋の加工組立設備、型枠、材料計量装置、ミキサ、打ち込み設備、コンクリート成形機、養生設備、製品運搬設備、製品置き場等）について、所定の能力（容量、精度等）、管理方法等について記載すること。
 　　※2.設備の所定の機能・能力・精度等を適切に確保するための検査設備（骨材試験用器具、コンクリート試験用器具、製品の曲げ試験装置、寸法測定器具等）について、所定の能力（容量、精度等）、管理方法等について記載すること。

６．その他、擁壁の特性に応じて必要となる事項

  （記載上の留意事項）
 　　※その他当該申請擁壁の特性に応じ、製造上留意すべき事項について記入すること。


審査様式－技６

○○○○擁壁築造仕様書
  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請擁壁の特性に応じ、その築造にあたり所定の強度・品質・安全性等を確保するために必要な事項を記入すること。
 　　※2.本書類は１葉に限らず、必要に応じ適宜追加すること。

１．築造管理体制に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁を現地において築造する際において、その品質を確保するための技術者の配備や作業の指示等に関する事項について記載すること。

２．適用範囲に関する事項

  （記載上の留意事項）
　 　※当該申請擁壁の適用範囲（必要地耐力、裏込め土の内部摩擦角、単位体積重量等）を記載すること。

３．施工手順に関する事項

  （記載上の留意事項）
　　※当該申請擁壁の築造に関する施工手順をフロー図で示し、各手順の詳細を記載すること。

４．根切りに関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※根切り用遣り方の方法、設置間隔及び必要掘削深さ、掘削代、掘削勾配等に関する標準並びに施工上の留意事項等について記入すること。

５．基礎地盤の必要地耐力に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※基礎地盤の必要地耐力の確認方法及び地耐力が不足する場合の必要地耐力の確保方法等について記入すること。

６．基礎用遣り方及び施工に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※基礎用遣り方の方法及び留意事項、基礎の施工方法及び留意事項等について記入すること。

７．擁壁本体の施工に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の施工方法（プレキャスト製品の設置を含む。）及び施工にあたっての留意事項について記入すること。

８．擁壁背面土の埋戻しに関する事項（排水処理に関する事項を含む。）

  （記載上の留意事項）
 　　※擁壁背面土の埋戻し方法及び埋戻しに際しての留意事項（背面排水処理に関する事項を含む。）について記入すること。

９．その他、擁壁の特性に応じて必要となる事項

  （記載上の留意事項）
 　　※その他当該申請擁壁の特性に応じ、施工上留意すべき事項について記入すること。


審査様式－技７

○○○○擁壁品質管理基準
  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該擁壁の製造仕様書及び築造仕様書に基づき作成すること。
 　　※2.本書類は１葉に限らず、必要に応じ適宜追加すること。

１．使用する資材に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の製造に使用する資材について、確保しなければならない品質及びその品質を確保するための受入検査及び保管方法等の基準及び処置に関する事項を記入すること。

２．製造工程管理に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の製造にあたり、所定の品質を確保するために必要な製造工程管理の基準及び処置に関する事項を記入すること。

３．製品の検査・保管等に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の所定の品質を確保するために必要な製品検査の方法・頻度等並びに製品の保管上の基準及び処置について記入すること。

４．製造設備の保守・管理に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の製造にあたり、所定の品質を確保するために製造設備の保守点検項目・方法・頻度及び管理上の基準及び処置について記入すること。

５．製品の運搬に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の製品の運搬（積込み・荷おろし等）に関して必要となる管理基準について記入すること。

６．施工管理に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の所定の品質を確保するために必要な施工管理上の管理基準について記入すること。

７．外注管理に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の製造若しくは加工、検査又は設備の管理の一部を外部のものに行わせている場合における当該発注に係る所定の品質を確保するために必要な施工管理上の管理基準について記入すること。

８．苦情処理に関する事項
  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁に係る苦情処理に関し、その必要となる事項について記入すること。

９．その他、擁壁の特性に応じて必要となる事項
  （記上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁の所定の品質を確保するために必要な基準となるべき事項について記入すること。


説明様式－技１
（記入例）

                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

大臣認定申請会社概要調書

１．申請者
　　住所（〒 000-0000）：○○県○○市○○町○－○
　　電話番号（ＦＡＸ）：0000-00-0000（0000-00-0000） 
    会社名（商号）：株式会社　○○○○ 
　　代表者氏名：代表取締役社長　○○○○

２．会社概要（企業全般に関する事項）
（１）資本金：　○億円
（２）設立（創業）年月日：　昭和○年○月○日
（３）売上高（年間）：　○○○万円
（４）役員：  ○○名
（５）従業員数：  ○○○名（令和○年３月末現在）
（６）社内組織図等                                    　　 別紙－説技１－１
（７）事業の概要
      １．コンクリート２次製品の製造・販売
      ２．コンクリート２次製品関連技術研究・開発
      ３．土木建築資材の販売
（８）生産している主要なコンクリート製品
◎日本産業規格適合性認証製品一覧                       別紙－説技１－２
◎日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧             別紙－説技１－３
（９）その他参考となる事項
      会社の沿革　　昭和○年　創業
      　　　　　　　昭和○年　○○株式会社に改組
      　　　　　　　昭和○年　コンクリート２次製品の製造開始
      　　　　　　　平成○年　○○○○擁壁の開発
      　　　　　　　令和○年　株式会社○○○○に社名変更
      現在の工場数　：全国○○箇所
      現在の営業所数：全国○○箇所


別紙－説技１－１
組織図
  （記載上の留意事項）
 　　※1.組織図には、企業全体の組織・機構と、代表的な製造工場内の組織・機構について記載すること。
 　　※2.企業全体の組織・機構には、組織運営機構、本社における製品製造・管理に関する委員会組織、本社組織、管下の製造工場等について記載すること。
 　　※3.代表的な製造工場の組織・機構は、工場の責任者氏名、製造工場内の関係委員会、当該擁壁の製造に関する業務を統括管理する責任技術者(氏名）、当該工場内の組織等について記載すること。
 　　※4.当該申請擁壁を含む製品製造に関する委員会組織としては、規格標準化委員会、品質管理委員会、安全衛生委員会等について記載すること。
 　　※5.責任技術者の他、産業標準化法に基づく品質管理責任者（氏名）、コンクリート技士（氏名）等について記載すること。

  （記載例）
    　＜全体組織＞
[image: ]













    　＜○○工場組織＞
[image: ]











別紙－説技１－２
  （記載上の留意事項）
 　　※当該認定申請者の所属する企業において、製造している日本産業規格適合性認証製品を記入すること。
　（記載例）
                                                          令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品一覧
	日本産業規格の番号
	認証番号、認証日
及び有効期限
	認証の区分

	JIS A 5305
	000000
昭和○○年○月○○日
	

	JIS A 5307
	000000
昭和○○年○月○○日
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





別紙－説技１－３
  （記載上の留意事項）
 　　※当該認定申請者の所属する企業において、製造している日本産業規格適合性認証製品以外の製品を記入すること。
　（記載例）
                                                          令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧
	名　　　称
	認定等機関名称
	認定等番号及び
認定等年月日
	認定等製品の名称及び種類

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





説明様式－技２－１
（記載例）
                                                                                                 令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
申請擁壁件別施工実績一覧表
	番号
	工事件名※1
	発注元※2
	施工業者名※3
	施工場所※4
	施工年月日※5
	施工面積
(m2)※6
	擁壁高
(m)※7
	擁壁勾配
(度)※8
	摘要

	１
	○○造成工事
	（株）○○
	△△(株)
○○支店
	○○県○○市○町字○○
	令和○年○月～
    令和○年○月
	0,000
	00～00
	00～00
	

	２
	○○土地区画整理事業
	○○土地区画
整理組合
	△△(株)
○○支店
	○○県○○市○町字○○
	令和○年○月～
    令和○年○月
	000
	00～00
	00～00
	

	３
	○○道路改良工事
	○○県
○○土木事務所
	△△(株)
○○支店
	○○県○○市○町字○○
	令和○年○月～
    令和○年○月
	0,000
	00～00
	00～00
	

	・
・
・
・

	
	合計
	
	
	
	
	00,000※9
	
	
	



  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請擁壁が使用された工事ごとに記入すること。
 　　※2.当該工事の発注者名を記入すること。
 　　※3.当該工事の施工業者名（支店名まで記入）を記入すること。
 　　※4.都道府県名、市町村名、字名を記入すること。
 　　※5.当該工事の着手年月、完了年月を記入すること。
 　　※6.施工した当該申請擁壁の前面面積を記入すること。
 　　※7.施工した当該申請擁壁の最低高さ、最高高さを記入すること。
 　　※8.施工した申請擁壁の勾配の範囲を記入すること。
 　　※9.施工した擁壁の面積については合計を記入すること。

説明様式－技２－２
（記載例）
                                                                                                 令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
申請擁壁年度別実績一覧表
	年　度
	施　工　面　積　（㎡）
	累　積　施　工　面　積　（㎡）

	令和　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度
    　○年度





  合　　計
	０００
                                ０００
                                ０００
                            ０，０００
                            ０，０００
                            ０，０００
                            ０，０００
                            ０，０００
                            ０，０００
                            ０，０００





                          ００，０００
	                              ０００
                          ０，０００
                          ０，０００
                          ０，０００
                          ０，０００
                          ０，０００
                        ００，０００
                        ００，０００
                        ００，０００
                        ００，０００





                      　００，０００



  （記載上の留意事項）
 　　※1.説明様式－技２－１に記載した施工実績を年度別に整理して記入すること。



説明様式－技３－１
申請擁壁設計説明資料
設計方針
  （記載上の留意事項）
 　　※次の事項について適宜記載すること。

１．当該申請擁壁の設計全般にわたる安全性検討に関するフローチャート
　　　フローチャートには、次の事項を入れること。
　　　　①設計基本方針
　　　　②設計条件・諸定数に関する事項
　　　　③形式・断面決定に関する事項
　　　　④安定計算に関する事項
　　　　⑤安定性の確認に関する事項
　　　　⑥断面応力度に関する事項
　　　　⑦部材の安全性に関する事項

２．各検討項目
　　①設計基本方針
　　　・形式、高さ、適用土質及び基礎地盤処理等に関する基本的な考え方
　　②設計条件
・諸定数に関する事項
　　　・背面土、基礎地盤に関する諸定数の決定方法（考え方）
　　　・荷重（土圧、水圧、自重、地震荷重、積載荷重、フェンス荷重等に関する考え方及び決定方法）
　　③形式
・断面決定に関する事項
　　　・設計条件を踏まえて、形式及び断面を決定する際の考え方
　　　・規格化の考え方
　　④安定計算に関する事項
　　　・滑動・転倒・支持に対する安定計算方法及びその考え方
　　⑤安定性の確認に関する事項
　　　・滑動・転倒・支持並びに総合的な安定性に関する考え方及び具体的確認方法
　　⑥断面応力度に関する事項
　　　・断面応力度算定の考え方及び具体的な方法
　　⑦部材の安全性に関する事項
　　　・断面応力に対する使用部材の安全性に関する考え方及び具体的検討方法
　　　・安全性を確保するための補強の考え方及び具体的処理方法

上記の事項を定める際に参考とした各種指針等の参考文献を明記し、設計条件・諸定数に関する事項は適宜図表等を用いて分かり易く記載を行うこと。

３．試験結果・参考文献等
　申請擁壁の安全性の説明に関して用いた実験結果・参考文献等は、適宜添付すること。


説明様式－技３－２

申請擁壁設計説明資料
設計計算書

  （記載上の留意事項）
 　※1.申請擁壁設計説明資料・設計方針（説明様式－技３－１）の必要部分に関する具体的計算結果を添付すること。
   ※2.計算結果については、所定の確認事項ごとに申請タイプ別の一覧表を作成すること。
　 ※3.当該申請擁壁の申請タイプの全てについて、計算による安全性の確認を行うこと。（確認計算のアウトプットの様式は問わない。）
　 ※4.設計方針と整合していることが確認できるよう、数字の根拠や数式を明確に記載すること。



説明様式－技４
  （記載上の留意事項）
 　　※1.指摘事項及び試験項目については、事前協議において、当該申請擁壁の試験・実験等に関して指摘された事項及び試験項目について記載すること。
     ※2.試験結果等については、試験・実験等の実施責任者または実施機関の証明書の写しを添付すること。

（記載例）
                                                        令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

技術認定擁壁試験結果等報告書
	
１．指摘事項及び試験項目

  当該申請擁壁について、その構造性能を明らかにするために以下の実験を行う。
    ①曲げ試験
　　②せん断試験　

	２．実施機関　　○○○○研究所
	３．実施年月日　　令和○年○月～令和○年○月

	
４．試験結果等（別添資料可）

    別添資料「○○○○擁壁構造耐力試験報告書」参照





（別添資料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○年○月○日

株式会社　○○○○　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　○○○○　　　印


　令和○年○月○日付けで、貴社よりご依頼のありました受託業務につきまして、成果が得られましたので下記の通りご報告申し上げます。


記


１．受託件名　　○○○○擁壁の構造耐力試験

２．実施期間　　自：令和○年○月○日
　　　　　　　　至：令和○年○月○日

３．成　　果    報告書の通り




○○○○擁壁の構造耐力試験
報告書





目　　　次

　１．実験目的　…………………………………………………………………………  １
　２．曲げ実験　…………………………………………………………………………  １
　　    （１）概　　要
　　　　（２）試 験 体
　　　　（３）加力計画
　　　　（４）計測計画
　　　　（５）加力計測装置
　　　　（６）実験結果と考察
　３．せん断試験　………………………………………………………………………１３
　　　　（１）概　　要
        （２）試 験 体
        （３）加力計画
        （４）計測計画
        （５）加力計測装置
        （６）実験結果と考察


説明様式－技５
  （記載上の留意事項）
 　　※本書類は、必要に応じて適宜追加すること。
                                                       令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

技術認定擁壁品質保証体系説明書

１．技術認定を受けた者と当該擁壁の製造工場との責任関係

  （記載上の留意事項）
 　　※1.認定取得者以外の者に当該申請擁壁を製造させる場合には、申請時点おける製造予定者及びその時期を明確にし、一覧表に整理すること。
　　 ※2.当該申請擁壁の認定取得者・製造者・施工者に関する関係図を整理すること。
　　 ※3.認定取得者以外の者に当該申請擁壁を製造させるにあたって、当該申請擁壁の品質確保の観点から、当該製造者が実施すべき内容及びその実施責任の所在並びに認定取得者におけるそれらの確認方法等について整理すること。
　　 ※4.認定取得者が、当該申請擁壁の品質確保の観点から当該擁壁製造者に対して行う指導・講習等の内容及び方法について記入すること。
　　 ※5.品質確保の観点から、認定取得者以外の者の製造を取り消す場合の基準等について明確にすること。


２．製造工場と当該擁壁施工者との責任関係

  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁（製品）を施工者に引き渡すに際し、当該申請擁壁の製造者が当該施工者に対し、品質確保の観点から伝えるべき内容・方法及びその確認法等について整理すること。



３．その他、擁壁の品質保証のための必要な事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁及び製造形態等により、品質確保のために必要となる事項について適宜記入すること。




説明様式－技６
  （記載上の留意事項）
※1.新規で擁壁の認定を申請する場合は、申請擁壁の製造を予定している製造工場を記載し、区分には「新規」と記載すること。
※2.有効期間には、宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則第14条第１項に規定する登録認証機関の認証を受けている期間を記載すること。
※3.既認定擁壁の製造工場を追加する場合は、新たに製造を予定している工場、既認定擁壁を現在製造中の工場、既認定擁壁を過去に製造していた工場を記載すること。
なお、過去に製造していた工場については、過去に認証を受けていた期間を有効期間に記載すること。
※4.既認定擁壁の製造工場を追加する場合は、区分に「新規」（新たに製造を予定している工場）、「製造中」（既認定擁壁を現在製造中の工場）、「製造中止」（既認定擁壁を過去に製造していた工場）を記載すること。

                                                                                                  令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
（記載例：新規で擁壁の認定を申請する場合）
申請擁壁製造予定工場一覧表
	区分
	会社名
	工場名
	所　　　在　　　地
	電話番号
	有効期間

	新　　規
新　　規
	○○○○㈱
〃
	○○工場
○○工場
	〒000-0000 ○○県○○市○○000-00
〒000-0000 ○○県○○郡○○町字○○0000
	000-000-0000
0000-00-0000
	令和○年○月○日～令和○年○月○日
令和○年○月○日～令和○年○月○日






（記載例：既認定擁壁の製造工場の追加、有効期間の更新等を申請する場合）
認定擁壁製造予定工場等一覧表
	区分
	会社名
	工場名
	所　　　在　　　地
	電話番号
	有効期間

	新　　規
新　　規
製 造 中
製造中止
	○○○○㈱
〃
○○産業（株）
○○○工業（株）
	○○工場
○○工場
○○工場
本社工場
	〒000-0000 ○○県○○市○○000-00
〒000-0000 ○○県○○郡○○町字○○0000
〒000-0000 ○○県○○市○○000-0
〒000-0000 ○○県○○郡○○町字○○000-0
	000-000-0000
0000-00-0000
0000-00-0000
0000-00-0000
	令和○年○月○日～令和○年○月○日
令和○年○月○日～令和○年○月○日
令和○年○月○日～令和○年○月○日
令和○年○月○日～令和○年○月○日



（記載例）
審査様式－工１
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

申請擁壁
　　　　　　製造会社概要調書※2
認定擁壁

１．申請者
　　住所（〒 000-0000）：○○県○○市○○町○－○
　　電話番号（ＦＡＸ）：0000-00-0000（0000-00-0000） 
    会社名（商号）：株式会社　○○○○ 
　　代表者氏名：代表取締役社長　○○○○

２．製造しようとする擁壁
　　名称：○○○○擁壁
※2認定番号：
※2認定年月日：

３．会社概要（企業全般に関する事項）※3
（１）資本金：　○億円
（２）設立(創業)年月日：　昭和○年○月○日
（３）売上高（年間）：　○○○万円（令和○年度）
（４）役員：  ○○名
（５）従業員数：  ○○○名（令和○年３月末現在）
（６）社内組織図等                                    　　 別紙－審工１－１
（７）事業の概要
      １．コンクリート２次製品の製造・販売
      ２．コンクリート２次製品関連技術研究・開発
      ３．土木建築資材の販売
（８）生産している主要なコンクリート製品
◎日本産業規格適合性認証製品一覧                       別紙－審工１－２
◎日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧             別紙－審工１－３
（９）その他参考となる事項
      会社の沿革　　昭和○年　創業
      　　　　　　　昭和○年　○○株式会社に改組
      　　　　　　　昭和○年　コンクリート２次製品の製造開始
      　　　　　　　昭和○年　○○○○擁壁の開発
      　　　　　　　令和○年　株式会社○○○○に社名変更
      現在の工場数　：全国○○箇所
      現在の営業所数：全国○○箇所

  （記載上の留意事項）
※1.申請会社と製造会社が同一の場合は本様式は省略可。
　　 ※2.大臣認定申請時に本様式を提出する場合は「申請擁壁」を、また既認定擁壁の製造工場に関する変更申請を行う場合は、「認定擁壁」を○で囲むこと。
　　 ※3.既認定の擁壁の場合に記入すること。
　　 ※4.（１）～（５）の事項については、当該企業のパンフレット等で確認できること。

別紙－審工１－１
組織図
  （記載上の留意事項）
※1.申請会社と製造会社が同一の場合は本様式は省略可。
　　 ※2.組織図には、企業全体の組織・機構と、当該申請製造工場内の組織・機構について記載すること。
 　　※3.企業全体の組織・機構には、組織運営機構、本社における製品製造・管理に関する委員会組織、本社組織、管下の製造工場等について記載すること。
 　　※4.当該申請製造工場の組織・機構は、工場の責任者氏名、製造工場内の関係委員会、当該擁壁の製造に関する業務を統括管理する責任技術者(氏名）、当該工場内の組織等について記載すること。
 　　※5.当該擁壁を含む製品製造に関する委員会組織としては、規格標準化委員会、品質管理委員会、安全衛生委員会等について記載すること。
 　　※6.責任技術者の他、産業標準化法に基づく品質管理責任者（氏名）、コンクリート技士（氏名）等について記載すること。

  （記載例）
[image: ]    　＜全体組織＞















[image: ]    　＜○○工場組織＞












別紙－審工１－２
  （記載上の留意事項）
※1.申請会社と製造会社が同一な場合は省略可能。
     ※2.製造会社において、製造している日本産業規格適合性認証製品を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品一覧
	日本産業規格の番号
	認証番号、認証日
及び有効期限
	認証の区分

	JIS A 5305
	000000
令和○○年○月○○日
	

	JIS A 5307
	000000
令和○○年○月○○日
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





別紙－審工１－３
  （記載上の留意事項）
※1.申請会社と製造会社が同一な場合は本様式は省略可能。
 　　※2.製造会社において、製造している日本産業規格適合性認証製品以外の製品を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧
	名　　　称
	認定等機関名称
	認定等番号及び
認定等年月日
	認定等製品の名称及び種類

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





審査様式－工２－１
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

                       申請擁壁
                       　　　　　　製造工場調書（１）
                       認定擁壁
                                （一般事項）

１．会社名
　　　　　　  株式会社　○○○○
２．工場名
　　　　　  　○○工場
３．工場の所在地
　（１）所在地：  ○○県○○郡○○町字○○0000
　　　　郵便番号：  000-0000
        電話番号：  0000-00-0000
　　　　FAX番号：  0000-00-0000

　（２）位置図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙－審工２－１－１

４．工場施設配置図                                      別紙－審工２－１－２

５．工場責任者
　　　氏　　名：  ○○○○
　　　職　　名：  工場長
　　　略　　歴：  昭和○年３月　○○大学工学部土木工学科　卒業
　　　　　　　　　昭和○年４月　株式会社○○○○　入社
　　　　　　　　　平成○年４月　○○工場　製造課長
　　　　　　　　　令和○年４月　○○工場　工場長

６．工場従業員数： 　○○名

７．工場組織図                                          別紙－審工２－１－３

８．製品製造状況 

日本産業規格適合性認証製品一覧　　　　　　　　　　　別紙－審工２－１－４

日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧　　　　　　別紙－審工２－１－５

（ 申請擁壁 ・ 認定擁壁 ）以外の製品製造状況　　　　別紙－審工２－１－６


                                                        
９．その他参考となる資料

別紙－審工２－１－１
　（記載例）

申請工場位置図

[image: ]





















会社名・工場名：株式会社○○○○　○○工場
所在地：○○県○○郡○○町字○○0000
連絡担当者氏名：○○○○
電話番号（FAX）：0000-00-0000（0000-00-0000）
E-mail：○○○○＠○○○.○○○.○○.○○
交通手段（経路）：ＪＲ○○線　○○駅 （徒歩１０分） 


  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請工場の会社名・工場名、所在地、電話番号、交通（最寄駅からの所要時間）等について記載すること。
　　 ※2.基図は当該製造工場周辺の状況が分かるものを使用すること。当該工場の位置を明確にし、周辺の目印となるもの等を記入すること。


別紙－審工２－１－２
　（記載例）
○○工場施設配置図
市道
駐車場
事務所
試験室
不良品等
置場
資材倉庫
鉄筋置場
製品置場
（出入口）
製品置場
製品置場
第二工場
型枠置場
第一工場
サイロ
骨材ヤード































  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請工場について、敷地内の現況施設の配置状況（当該申請擁壁又は認定擁壁の製造に関する施設のみに限らない。）について記載すること。
 　　※2.施設配置図に記された施設等の概略説明（名称等）をつけること。


別紙－審工２－１－３
　（記載例）
○○工場組織図
[image: ]









  （記載上の留意事項）
 　　※1.組織図には、当該申請製造工場内の組織・機構について記載すること。
 　　※2.当該申請製造工場の組織・機構は、工場の責任者氏名、製造工場内の関係委員会、当該擁壁の製造に関する業務を統括管理する責任技術者(氏名）、当該工場内の組織等について記載すること。
 　　※3.当該申請擁壁を含む製品製造に関する委員会組織としては、規格標準化委員会、品質管理委員会、安全衛生委員会等について記載すること。
 　　※4.責任技術者の他、産業標準化法に基づく品質管理責任者（氏名）、コンクリート技士（氏名）等について記載すること。



別紙－審工２－１－４
  （記載上の留意事項）
※製造工場において、製造している日本産業規格適合性認証製品を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品一覧
	日本産業規格の番号
	認証番号、認証日
及び有効期限
	認証の区分

	JIS A 5305
	000000
令和○○年○月○○日
	

	JIS A 5307
	000000
令和○○年○月○○日
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





別紙－審工２－１－５
  （記載上の留意事項）
※当該申請工場において、製造している日本産業規格適合性認証製品以外の製品を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
日本産業規格適合性認証製品以外の製品一覧
	名　　　称
	認定等機関名称
	認定等番号及び
認定等年月日
	認定等製品の名称及び種類

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





別紙－審工２－１－６
  （記載上の留意事項）
※1.当該申請工場において、製造している当該擁壁以外の主なコンクリート二次製品の申請日直前の６ヶ月間の生産実績を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
（ 申請擁壁 ・ 認定擁壁 ）以外の製品製造状況
単位：t
	生産品目
	規格等
	月間生産能力
	製造実績（令和○年○月～令和○年○月）

	
	
	
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	合計

	○○耐震性
貯水槽
	貯水槽○型
	0000
	000
	000
	000
	000
	000
	000
	000

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





  （記載例）
審査様式－工２－２
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

                       申請擁壁
                       　　　　　　製造工場調書（１）
                       認定擁壁
（認定擁壁の申請に関する事項）
１．技術責任者
　（１）技術責任者
氏　　名：○○○○
職　　名：工場長
略　　歴：昭和○年３月　○○大学工学部　卒業
昭和○年４月　株式会社○○○○　入社
平成○年４月　○○工場　製造課長
令和○年４月　○○工場　工場長
資格（証明書写し）　品質管理責任者
　（２）品質管理責任者
氏　　名：○○○○
職　　名：工場長
資格（証明書写し）　　　　　　　　　　　　　　　別紙－審工２－２－１
　（３）有資格者
氏　　名：○○○○
職　　名：○○○○
資格（証明書写し）　　　　　　　　　　　　　　　別紙－審工２－２－２
２．生産工程の概略図　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙－審工２－２－３
３．擁壁の製造に関する社内規定一覧表　　　　　　　　　別紙－審工２－２－４
４．社章・マーク等　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙－審工２－２－５
５．当該擁壁の生産実績（最近６ヶ月）                  別紙－審工２－２－６
６．主要設備
　（１）生産設備概要表                                別紙－審工２－２－７
　（２）検査設備概要表                                別紙－審工２－２－８
７．使用資材一覧表                                    別紙－審工２－２－９
８．品質管理一覧表                                    別紙－審工２－２－10
９．外注管理一覧表                                    別紙－審工２－２－11
10．苦情処理フロー図                                  別紙－審工２－２－12
11．公害防止体制状況図                                別紙－審工２－２－13
12．産業廃棄物処理体制状況報告書                      別紙－審工２－２－14
13．施工指導報告書　                                  別紙－審工２－２－15
14．その他説明等に必要な資料


別紙－審工２－２－１

品質管理責任者（証明書の写し）


別紙－審工２－２－２

  （記載例）
コンクリート技士（証明書の写し）


別紙－審工２－２－３
 
（記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請製造工場の製造工程を記載すること。
     ※2.工程図に用いる記号は、日本産業規格の工程図記号を使用すること。
     ※3.当該擁壁の品質管理基準に示す製造工程に合致していること。

（記載例）

生産工程の概略図


別紙－審工２－２－４
（記載例）

社内規格の写し
	名　称　　　○○○○擁壁社内規格 （株式会社　○○○○）

	制　定  　　平成○年○月○日（改定　令和○年○月○日）

	実　施      令和○年○月○日



社内規格内容
	分類
	規定範囲
	規格名称

	Ａ
	総括規格
	１　総則
２　品質管理委員会規定
３　社内規格管理規定

	Ｂ
	製品規格
	１　製品規定
２　表示規定

	Ｃ
	原材料規格
	１　原材料部品規定
２　原材料購買規定
３　原材料受入検査規定
４　願材料取扱い及び保管管理規定

	Ｄ
	製造規格
	１　配合設計基準
２　配合指示規定
３　製造作業規定

	Ｅ
	工程規格
	１　工程検査規定
２　製品検査規定

	Ｆ
	設備管理規定
	１　設備管理業務規定
２　製造設備点検基準
３　検査設備点検基準

	Ｇ
	製品保管・出荷管理規定
	１　製品保管管理規定
２　製品出荷規定

	Ｈ
	品質管理規定
	１　品質管理規定

	Ｉ
	外注管理規定
	１　外注管理規定

	Ｊ
	苦情処理規程
	１　苦情処理規程

	Ｋ
	型枠管理規定
	１　型枠管理規定

	Ｌ
	公害防止管理規定
	１　公害防止管理規定

	Ｍ
	試験規格
	１　試験規格





別紙－審工２－２－５

  （記載上の留意事項）
 　　※会社名、製造工場名等、当該擁壁に付記する記号等の内容及び当該擁壁についての付記箇所及び付記上の留意事項について記すこと。


社章・マーク等

１．表示事項
①会社名又は略号
②製造工場名又は略号
③製品名又は略号
④呼び名又は略号
⑤製造年月日又は略号
⑥検査合格印
⑦認証マーク
⑧型枠番号　※刻印方式
⑨許容載荷重　※刻印方式
⑩設計水平震度　※刻印方式

２．表示箇所



別紙－審工２－２－６

  （記載上の留意事項）
※1.当該申請工場において、製造している当該擁壁以外の主なコンクリート二次製品の申請日直前の６ヶ月間の生産実績を記入すること。
　（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
（ 申請擁壁 ・ 認定擁壁 ）以外の製品製造状況
単位：t
	生産品目
	規格等
	月間生産能力
	製造実績（令和○年○月～令和○年○月）

	
	
	
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	○月
	合計

	○○耐震性
貯水槽
	貯水槽○型
	0000
	000
	000
	000
	000
	000
	000
	000

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




別紙－審工２－２－７

  （記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請製造工場における当該擁壁の製造に係る生産設備について記入すること。
 　　※2.点検・検査項目・箇所及び点検・検査の周期・頻度については、当該申請製造工場で実施している内容を記入すること。

（記載例）

                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

生産設備概要表
	主要製造設備の名称
（形式・銘柄等）
	台数
	公称能力
（容量・精度等）
	点検・検査の項目・箇所
	点検・検査の周期・頻度

	材料計量設備
1)ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ
2)骨材ﾔｰﾄﾞ
3)混和剤ﾀﾝｸ
	
１
１
１
	
100t
60ｍ３
6000㍑
	ﾓｰﾀｰの異音､ｴﾚﾍﾞｰﾀ作動状態
ﾍﾞﾙﾄの蛇行､ﾛｰﾗｰの磨耗
ﾓｰﾀｰ､攪拌機の振動､異音
	使用時

	計量器
  1)ｾﾒﾝﾄ計量器
  2)砂計量器
  3)砂利計量器
  4)水計量器
  5)混和剤計量器
	
１
１
１
１
１
	
秤量600kg
秤量1200kg
秤量1500kg
秤量 300kg
秤量   8kg
	各計量器の作動状態
計量器の動荷重
計量器の静荷重
各ｹﾞｰﾄの作動
	使用時
動荷重試験  2回/月
静荷重試験  1回/年

	ミキサー
  2軸強制練り
	
１
	
1.0ｍ３
	ﾓｰﾀｰ 減速機の異音 振動
羽根 ﾗｲﾅｰ板 ｱｰﾑの磨耗
	使用時
1回/月

	打ち込み設備
  2連式投入機
  片門型投入機
	
１
１
	
1.0ｍ３
1.0ｍ３
	上下走行の作動状態 ﾓｰﾀｰの異音
ｽｸﾘｭｰ作動状態
	始業時

	クレーン
  門型ｸﾚｰﾝ
  ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ
	
１
１
１
	
15t,5t
15t,5t
7.5t
	ﾁｪﾝ･ﾌｯｸの磨耗 吊り具の状態
上下走行の作動状態 ﾓｰﾀｰの異音
ｸﾚｰﾝの性能検査
	始業時
年次点検 1回/2年

	フォークリフト
	１
２
４
	15.0t
6.0t
3.0t
	各装置の作動状態
ﾘﾌﾄの性能検査
	始業時
年次点検 1回/年

	蒸気養生設備
  ﾎﾞｲﾗｰ
	
１
	
2.0t/h
	各装置の作動状態
ﾎﾞｲﾗｰの性能検査
	使用時
年次点検 1回/年





別紙－審工２－２－８
  
（記載上の留意事項）
 　　※1.当該申請製造工場における当該擁壁の製造に係る検査設備について記入すること。
 　　※2.点検・検査項目・箇所及び点検・検査の周期・頻度については、当該申請製造工場で実施している内容を記入すること。

（記載例）

                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

検査設備概要表
	主要検査設備の名称
（形式・銘柄等）
	台数
	公称能力
（容量・精度等）
	点検・検査の項目・箇所
	点検・検査の周期・頻度

	標準ふるい
	１
	0.075～25mm
	網目の目詰まり、外観
	使用時

	乾燥機
	１
	Max200℃
	内部状態、温度調整
	使用時

	骨材単位容量重量測定器
	２
	容量2L,10L
	内面の錆、外観
	使用時

	モールド
	３６
	φ100×200
	内面の錆、摩擦状態
	使用時

	養生水槽
	１
	
	水温
	１回／月

	圧縮試験器
	１
	秤量2000N
	指針の動き、油漏れ
	使用時

	スランプ測定器具類
	１
	
	外観、磨耗状態
	使用時





別紙－審工２－２－９

（記載上の留意事項）
 　　※当該申請製造工場において当該擁壁の製造に使用する資材について記入すること。

（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

使用資材一覧表
	資材名
	製造業者名
	種類
	受入検査
	品質検査
	保管方法

	セメント
	○○セメント
	普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ
	ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ
到着時1車単位
	毎月1回試験製造表の送付
	ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ

	細骨材
	○○石産運輸
	砕砂
	入荷時
	粗粒率､密度､吸水率、塩分､有機不純物等
	屋根付資材置き場

	粗骨材
	○○石産運輸
	砕石
	入荷時
	粗粒率､密度､吸水率、粒経判定実績等
	屋根付資材置き場

	混和剤
	○○科学㈱
	減水剤､AE剤
	入荷時
	毎月1回試験製造表の送付
	貯蔵ﾀﾝｸ

	完成鉄筋
	㈱○○製作所
	SD295A
	入荷時
	毎月1回試験製造表の送付
	鉄筋置場

	スペーサー
	○○産業
	ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽﾍﾟｰｻｰ円形型
	入荷時
	毎月1回試験製造表の送付
	資材倉庫

	連結金具
	○○金属
	ﾌﾟﾚｰﾄ､ﾎﾞﾙﾄ座金
	入荷時
	毎月1回試験製造表の送付
	資材倉庫

	施工用金具
	○○金属
	ﾃﾞｰﾊｰｱﾝｶｰ
	入荷時
	毎月1回試験製造表の送付
	資材倉庫

	
	
	
	
	
	





別紙－審工２－２－10

（記載上の留意事項）
 　　※当該申請製造工場における当該擁壁の品質管理に関する事項を記入すること。

（記載例）
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

品質管理一覧表
	工程名
	管理項目
	管理内容

	鉄筋の加工組立
	径、長さ、溶接方法
	入荷時に外観、形状及び寸法検査

	コンクリート製造
	粒度､吸水率､ｽﾗﾝﾌﾟ
	表面水による補正1日2回､ｽﾗﾝﾌﾟ測定1日2回

	打込み
	練り置許容時間
	練り混ぜ後､夏20分冬40分以内に打込み開始

	締固め
	振動時間､振動数､振幅
	振動数6000/min,高周波ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ使用

	脱型までの養生
	養生方法及び時期
	蒸気養生、５～７時間を標準

	脱型
	脱型時期及び方法
	脱型時期はｺﾝｸﾘｰﾄ温度が外気温とほぼ同じになった時点

	出荷までの養生
	養生方法及び時期
	気中、期間は最低14日

	製品保管
	取扱い方法及び整理方法
	養生中･終了と区別して保管､移動は安全に努める｡

	出荷
	取扱い方法及び時期
	丁寧に扱う。最低出荷材令14日

	
	
	

	
	
	





別紙－審工２－２－11

 （記載上の留意事項）
※1.当該申請擁壁の製造工程の一部について加工品質、加工条件等の仕様を示して他の業者に加工を依頼している場合及び製品の品質の試験・検査を他に依頼している場合に、その状況について記入すること。
※2.製造工程の一部について他の業者に加工を依頼している場合、外注管理の欄は次により記入すること。
①「管理項目及び品質特性」の欄は、その工程における管理項目（加工条件）及び品質特性（加工品質）並びにそれらの規定値等を記入すること。 
②「管理方法及び検査方法」の欄は、管理項目及び品質特性に対応する管理方法及び検査方法を記入すること。なお、管理方法及び検査方法の実施状況の確認方法についても記入すること。  
※3.当該擁壁の製品の試験・検査を他に依頼している場合、外注管理の欄は次により記入すること。
      　 ①「管理項目及び品質特性」の欄は、試験・検査の項目を記入すること。
         ②「管理方法及び検査方法」の欄は、試験・検査を依頼する周期及び試料数を記入すること。

                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

外注管理一覧表
	外　注　状　況
	外　注　管　理
	備考

	項目
	外注先
(名称及び所在地)
	管理項目及び
品質特性
	管理方法及び
検査方法
	

	
	
	
	
	



別紙－審工２－２－12
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
苦情処理フロー図

  （記載上の留意事項）
 　　※社内規定に規定する苦情処理フロー図（系統図）を記入すること。 


別紙－審工２－２－13
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
公害防止体制状況報告書

１．水質汚濁防止








２．騒音防止








３．大気汚染防止








４．その他


別紙－審工２－２－14
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
産業廃棄物処理体制状況報告書

１．産業廃棄物処理








２．その他



別紙－審工２－２－15
                                                     令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
施工指導報告書

審査様式－工３

  （記載上の留意事項）
 　　※1.当初認定申請を行う場合には、「申請擁壁」、既認定擁壁の変更申請を行う場合には「認定擁壁」を○で囲むこと。
 　　※2.当該擁壁の品質管理基準、品質確保のために認定取得者の定める当該擁壁の製造に関し、当該製造者が実施すべき事項並びに当該擁壁の施工者に対して当該申請製造者（製造工場）が行うべき事項等を遵守するための当該製造工場の体制等について記載すること。


                       申請擁壁
                       　　　　　　製造工場品質保証体制書
                       認定擁壁


１．品質管理基準を遵守するための体制に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該擁壁を製造するにあたって、当該擁壁の品質確保の観点から、当該申請製造者が実施すべき内容及びその実施責任の所在並びに当該擁壁の認定取得者との関係等について整理すること。



２．当該擁壁の製造に関し、実施すべき事項を遵守するための体制に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該擁壁を製造するにあたって、当該擁壁の品質確保の観点から、当該申請製造者が実施すべき事項を遵守するために工場内に整える体制に関する事項について整理すること。




３．当該擁壁の施工者に対して行うべき事項を遵守するための体制に関する事項

  （記載上の留意事項）
 　　※当該擁壁（製品）を施工者に引き渡すに際し、当該申請製造者が当該施工者に対し、品質確保の観点から伝えるべき内容・方法及びその確認方法等について整理すること。





４．その他、当該擁壁の品質を確保するために当該工場で実施している事項等
  
（記載上の留意事項）
 　　※当該申請擁壁及び製造形態等により、品質確保のために必要となる事項について適宜記入すること。
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